
[ 月山八合目弥陀ヶ原観察会 ]
時季によって様々な高山植物を鑑賞できる弥
陀ヶ原湿原。咲き誇るニッコウキスゲなどを
楽しみながら、ゆっくりと散策しました。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
総
務
省
が
創
設

し
た
外
部
人
材
活
用
制
度
で
す
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
悩
む
自
治
体
に
お
い
て
、

三
大
都
市
圏
等
の
都
市
部
に
住
む
若
者
の
熱

意
や
行
動
力
を
取
り
込
み
、地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
を
導
入
す
る
自
治
体
は
、
都
市
部

の
若
者
に
対
し
て
募
集
や
面
接
を
行
い
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

隊
員
は
約
三
年
間
の
活
動
期
間
中
、
地
域
に

住
み
込
み
な
が
ら
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

応
援
、
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
、
農
林
水

産
業
へ
の
従
事
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど

の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。
期
間
後
は
、

協
力
隊
と
し
て
培
っ
た
経
験
や
技
術
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
同
じ
地
域
へ
の
定
住

や
定
着
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
二
十
一
年
度
の
隊

員
は
八
十
九
人
で
し
た
が
、
今
年
度
は
千
五

百
十
一
人
。
四
百
四
十
四
の
自
治
体
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
任
期
を
終
え
、
そ
の
ま

ま
同
じ
地
域
に
定
住
し
た
隊
員
は
約
六
割
に

上
り
ま
し
た
。
進
路
は
特
産
品
を
生
か
し
た

地
域
を
支
え
る
新
し
い
力
に

―
鶴
岡
市
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
―

特
集

　

日
本
の
総
人
口
は
平
成
二
十
一
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
へ
転
じ
、
出
生
数
も
百
万
人
を
切

る
な
ど
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
本
市
で
も
人
口
減
少
は
止
ま
ら

ず
、
特
に
、
離
農
や
若
者
の
流
出
に
伴
っ
て

過
疎
化
が
進
行
し
て
き
た
中
山
間
地
域
の
農

山
村
集
落
で
は
、
集
落
機
能
が
弱
ま
り
将
来

的
に
は
集
落
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
・

明
る
い
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
維
持
・
強
化

す
る
た
め
に
、
住
民
自
ら
課
題
や
将
来
像
を

話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
む
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
え
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
を
取
り
上
げ
、
大
鳥
地
区
と

福
栄
地
区
に
お
け
る
隊
員
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課
☎
25
‐
２
１

１
１
内
線
５
８
５



3 広報つるおか　2015 . 8

起
業
、
営
農
組
織
や
森
林
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
の
就
業
、
新
規
就
農
な
ど
で
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
人
材
と
し
て
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。
国
は
昨
年
十
二
月
に
策
定

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
お
い
て
、
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
た
め
に
、
協
力
隊
に
つ
い
て
の

制
度
拡
充
を
決
め
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
隊

員
を
三
千
人
へ
、
三
十
二
年
度
に
は
四
千
人

へ
増
や
す
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
疎
対
策
と
し
て
の
協
力
隊

　

本
市
は
、
十
七
年
度
の
市
町
村
合
併
に
よ

っ
て
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
お

け
る
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

人
口
減
少
が
著
し
い
朝
日
・
温
海
地
域
を
過

疎
対
策
の
重
点
地
域
に
位
置
付
け
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
過
疎
地
域
集
落

対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
地
域
で
は
こ
の
事
業
を
通
し
「
地
域
を

も
っ
と
良
く
し
た
い
」「
住
み
良
い
地
域
に

し
た
い
」「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
基
に
、
住
民
同
士
で
集
落
の
課

題
や
将
来
像
に
つ
い
て
話
合
い
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
十
八
集
落
十
六
団
体
が
こ

の
内
容
を
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
ま
と
め
、

地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
支
援
す
る

た
め
協
力
隊
を
導
入
し
、
二
十
五
年
度
に
朝

日
地
域
大
鳥
地
区
へ
二
人
の
隊
員
を
、
ま
た
、

今
年
度
に
温
海
地
域
福
栄
地
区
へ
三
人
の
隊

員
を
配
置
し
ま
し
た
。
五
人
の
隊
員
は
、
地

域
住
民
と
と
も
に
汗
を
か
き
な
が
ら
地
域
協

力
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■鶴岡市の人口の推移（昭和22年を100とした場合）

　（資料）国勢調査。平成27年度以降は国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口（平成26年３月時点）
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■鶴岡市　■鶴岡地域　　藤島地域　　羽黒地域　　櫛引地域　　朝日地域　　温海地域　　　

鶴岡地域…102.5

温海地域…36.3
朝日地域…41.7

藤島地域…66.9
羽黒地域…68.9
櫛引地域…76.1

鶴岡市…81.2

過疎対策の
重点地域｝

■「地域おこし協力隊」の事業イメージ

地域力の維持・強化

定住・定着

国から市へ募集経費や報酬等の財政措置
鶴岡市総務省

都市部の若者を
「地域おこし協
力隊員」に委嘱

過疎化が進む集落で住民と
ともに地域協力活動に従事

◎地域行事やイベントの応援
◎草刈りなどの共同作業
◎高齢者等の生活支援
◎地域の魅力の情報発信
◎地域の課題に応じた活動　など

都市住民の地方への志向

「都会を離れて地方で生活したい」
「地域社会に貢献したい」
「人とのつながりを大切に生きていきたい」
「自然と共存したい」
「自分の手で作物を育ててみたい」

55.9
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大
鳥
地
区
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

大
鳥
地
区
で
は
松
ケ
崎
・
寿
岡
・
繁
岡
の

三
集
落
で
構
成
す
る
大
鳥
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
、
平
成
二
十
三
年
度
に
集
落
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。
一
方
、
当
時
の
地
区
人

口
は
八
十
五
人
。
四
人
に
三
人
が
六
十
五
歳

以
上
で
二
十
代
の
若
者
は
皆
無
と
い
う
状
況

で
し
た
。
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
協
力
隊
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
の
活
動
は
「
寄
り
添
い
型
の
支
援
」

が
特
徴
で
、
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、

草
刈
り
や
除
・
排
雪
な
ど
の
生
活
支
援
、
農

作
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
お
茶
の
み
サ
ロ
ン
の
運

営
な
ど
。
多
岐
に
わ
た
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
行
い
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

　

三
年
目
の
今
年
度
は
、
隊
員
が
得
意
と
す

る
小
さ
な
仕
事
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
、
そ

れ
を
組
み
合
わ
せ
て
収
入
源
へ
結
び
付
け
る

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山
菜
・
キ

ノ
コ
栽
培
な
ど
の
中
山
間
地
域
農
業
や
マ
タ

ギ
と
い
っ
た
山
村
の
な
り
わ
い
を
基
盤
と
す

る
生
活
の
確
立
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福
栄
地
区
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

福
栄
地
区
で
は
菅
野
代
・
温
海
川
・
木
野

俣
・
越
沢
・
関
川
の
五
集
落
が
中
心
と
な
っ

て
福
栄
地
域
協
議
会
「
福
の
里
」
を
二
十
五

年
度
に
設
立
し
ま
し
た
。
福
の
里
で
は
自
然

や
文
化
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

大鳥地区
地域おこし協力隊
■平成25年度～27年度の活動
①地域行事やイベントの応援
②地域づくり活動への参画
③自然学習事業の指導補助
④地域特産物の活用
⑤草刈りなどの共同作業
⑥高齢者の生活支援
⑦情報発信

●耕作放棄地の再生
●移動＋買物＋物流支援
●『大鳥史』の作成
●首都圏でのマルシェ出店
●各種ワークショップ

隊員の持ち込み企画

●伝説の巨大魚タキタロウ調査
●生きがいサロン
●大鳥の技「山の教室」　など

協議会と協働の取り組み

いろいろなことを見つめ、試行錯
誤し、深く学ぶことができていま
す。これまで通り自然体で大鳥の
方々と暮らしを紡ぎたいです。

地域おこし協力隊　砂山元

住む住まないでは測れないような
人生の学びを体験していると思い
ます。最終年度は大鳥を深く掘り
下げた内容の雑誌を作ります。

地域おこし協力隊　田口比呂貴

大鳥の暮らしにも
すぐになじんで、
地域のことを一所
懸命してくれてい
ます。自分も二人
から若いエネルギ
ーを分けてもらっ
ています。夏祭り
で楽しそうに踊っ
ている姿が忘れら
れませんね。

隊員の事務室がある大鳥自然の家で
働く三浦勝子さん

自分が楽しめる場
所を大鳥でいろい
ろ探しているよう
ですね。それを外
に向けて発信した
ことで、大鳥に足
を運ぶ人も増えま
した。二人を孫の
ように思っている
人は私だけではな
いと思いますよ。

隊員の家の前のタキタロウ館で働く
工藤静代さん

▷高齢者世帯の生活支援、高　
　齢者見回り
▷コミュニティビジネスの立
　ち上げ
▷生きがいサロンの開設
▷交流と地域イベントの展開
▷農林産物の生産から販売ま
　での仕組みづくり

大鳥地区の活性化に
向けた課題

家に閉じ籠もりがちになる冬期の高
齢者の健康・生きがいづくりを目的
に、各集落の公民館で実施しました。

生きがいサロン

大鳥池で30年ぶりとなるタキタロ
ウの生息調査を協議会と隊員、公募
した調査メンバーで実施しました。

タキタロウ調査
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を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
大
き
な
推
進
力
に
な
る
よ
う
、
協
力

隊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
情
報
発
信
」「
特

産
品
開
発
」「
生
活
支
援
」
の
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
、
共
通
す
る
任
務
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
情
報
発
信
…
福
栄
地
区
の
自
然
や
暮
ら
し

方
な
ど
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
様
々
な
情

報
媒
体
を
活
用
し
て
発
信　

▽
特
産
品
開
発

…
ワ
ラ
ビ
や
ナ
メ
コ
、
温
海
か
ぶ
な
ど
を
活

用
し
た
特
産
品
開
発
や
商
品
化
、
特
産
品
を

活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企
画
立

案
・
実
証　

▽
生
活
支
援
…
買
物
の
支
援
な

ど
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り　

▽
共
通
任
務
…
集
落
間
の
連
携

強
化

　

一
年
目
の
今
年
度
は
、
福
栄
地
区
の
地
域

と
人
を
知
る
こ
と
か
ら
隊
員
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
福
の
里
や
福
栄
地
域
活
性
化
推

進
員
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
と

若
者
の
定
住
・
定
着
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
力
に

　

地
域
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
で
す
が
、
協

力
隊
に
は
「
明
る
く
活
力
あ
る
地
域
に
し
た

い
」「
住
み
良
い
地
域
に
し
た
い
」
と
い
う

住
民
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
住
む
地
域
の
将
来
に
向
け
た
希
望

や
誇
り
を
形
に
す
る
た
め
、
市
で
は
地
域
や

隊
員
と
連
携
し
な
が
ら
集
落
の
維
持
・
強
化

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

福栄地区
地域おこし協力隊
■平成27年度～29年度の活動
①情報発信プロジェクト
②特産品開発プロジェクト
③生活支援プロジェクト
④集落間の連携強化
⑤福栄小学校の校舎の利活用策の　
　検討

福栄の人は美しく優しいと思いま
す。この場所にいるという夢と誇
りを胸に全力を尽くします。

地域おこし協力隊　内山拓也
【情報発信プロジェクト】

福栄の方々と一緒に汗をかきなが
ら、何事も「楽しむこと」を忘れず
にチャレンジしていきます。

地域おこし協力隊　石井孝治
【特産品開発プロジェクト】

木野俣集落センターで７月に始め
た地域福祉活動など、住民の暮ら
しに関わることに取り組みます。

地域おこし協力隊　亀森譲
【生活支援プロジェクト】

焦らず、肩肘張ら
ず、しっかりと地
域を見つめて福栄
にしかない文化や
伝統などの地域資
源を、新しい視点
で掘り起こしても
らいたい。地域活
性化の起爆剤にな
ることを期待しま
す。

福栄地域協議会「福の里」
会長　忠鉢孝喜さん

「地域住民の皆さ
ん一人ひとりが笑
顔になる」。協力
隊とともに、そん
な活動をしていき
ます。
※ 地 域 活 性 化 推
進員とは「福の里」
に勤務する職員で、
隊 員 の 活 動 を サ
ポートします。

福栄地域活性化推進員
五十嵐丈さん

▷地域コミュニティの活性化
▷地域資源を活用した生きが　
　いづくり
▷地域の暮らしを守る仕組み
　づくり（雪・健康・買物対策）
▷生活環境の整備（空き家対
　策、水路整備）

福栄地区の活性化に
向けた課題 　集落に住む障害者や要介護の高齢

者の暮らしを支えるため、雪囲いや
ごみ出し、除雪など生活の中で大変
なことを集落全体で解決できるよう
な仕組みづくりを進めています。
　その一つとして７月３日から取り
組んでいる活動は、福栄地区に診療
所を開設し、地域福祉の拠点とする
ものです。健康相談を行うなど施設
の利便性を高め、医療・福祉環境の
充実につなげていきます。

木野俣集落での地域福祉活動

温海地域の特産品が並ぶこのまつり
に隊員が参加。福栄地区の栃餅など
を販売し、住民と交流を深めました。

温海特産品まつり
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

ふるさと温海会 設立30周年記念総会・交流会 鶴岡 藤沢周平記念館開館５周年記念講演会・特別企画展

＜講演会：荘内神社参集殿　特別企画展：藤沢周平記念館＞

時代小説家の宇江佐真理氏が「私が尊敬する作
家 藤沢周平」と題し講演。「私、藤沢さんは文
豪になると思います」と藤沢周平氏や藤沢作品

6. 27
について語り、参加者約250人が耳を傾けまし
た。また、同館では10月６日○火 まで特別企画
展「作家 藤沢周平の誕生」が開催されています。

鶴岡 観光人力車の運行

＜鶴岡公園周辺＞

ポストＤＣの一環として観光客や市民を乗せた
観光人力車が運行されました。車夫の説明を聞
きながら致道博物館や大宝館を巡り、いつもと

6. 20
  ・21

は違った目線で観光を楽しみました。観光人力
車は９月20日○日 ・21日○月 、10月17日○土 ・18
日○日 にも運行されます。
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朝日 秘仏 御本尊湯殿山大権現 未歳御縁年御開帳

“東の湯殿山参り”として古く全国から信
仰を集めた湯殿山。御縁年の今年は御本
尊の大日如来を拝観することができます。

～
12. 31

＜大日坊＞

藤島 田んぼの生き物調査

「いっぱいいるね」。藤島地域の各小学校
５年生が、田んぼの土をトレーに広げ、
生き物とその数を観察しました。

６.18
  ・22 
  ～24

　　　　　　　　　　　　　　　　＜写真：東栄小＞

市外 ふるさと温海会 設立30周年記念総会・交流会

方言が飛び交う会場で、槙代地区の「ワ
ッパ舞」や特産品の即売・抽せん会が行
われ、ふるさと温海を懐かしみました。

７. ５

                                  　　＜東京都千代田区＞

市内 モンテディオ山形 夢クラス

選手たちが、朝暘二小・四小、福栄小を
訪れ、児童たちに将来の夢に向かって努
力することの大切さを伝えました。

６.12
   ・17

　　　　＜写真 : 福栄小＞

櫛引 山形県人東京連合会 ふるさと訪問 記念植樹祭

会員43人が鶴岡を訪れ、郷里の発展を
祈りながらオオヤマザクラの苗木10本
を植樹しました。

７.１

＜丸岡城跡史跡公園＞

羽黒 月山開山祭

降りしきる雨の中、参加者は雪渓の残る
登山道を力強い足取りで進み、山頂の月
山神社本宮を参拝しました。

７.１

＜月山山頂＞
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長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保

険
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
８

月
31
日
○月
で
す
。
９
月
１
日
○火
か
ら
有
効
な

保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め

て
８
月
31
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
期
限
の

切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保

年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険
証
の
記

載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
、
間
違

い
が
あ
る
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
９
月

以
降
に
医
療
機
関
等
で
受
診
す
る
際
は
、
必

ず
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
27
年
度

は
月
額
１
万
５
、
５
９
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
も
繰
上
げ
・
繰
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
平
成
21
年
４
月
２
日
～
22
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東

日
本
大
震
災
で
の
避
難
な
ど
本
市
に
住
所

が
な
い
児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学

校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）☎
57
‐
４
８
６
５

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
の
27
年
度
現
況
の
届
出
を

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

市
政

鶴
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画　

平
成
26
年
度
年
次
報
告

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
向
け
て
策
定
し
た
「
第
２
次
鶴

岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
役
所
等
で
行
う
全
て
の
業
務
に
伴
う

同
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
平
成
25
年
度
～
29

年
度
の
５
年
間
で
平
均
５
％
（
22
年
度
比
）

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
26
年
度
の
同
ガ
ス
排
出
量
は
、
22
年
度

の
４
万
５
、
９
０
０
・
３
t
／
Ｃ
Ｏ
２
と
比

べ
７
・
４
９
％
減
の
４
万
２
、
４
６
１
・
５

t
／
Ｃ
Ｏ
２
で
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
以

降
も
同
ガ
ス
排
出
量
の
５
％
削
減
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
節
電
と
省
エ
ネ
に
努

め
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉
・
年
金
・
医
療

日
曜
日
（
乳
が
ん
）
検
診　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動

■日
10
月
４
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶
数
年

齢
に
な
る
方
先
着
40
人　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
８
月
24
日
○月
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
免
除
制
度
あ
り（
事
前
申
請
必
要
）

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
の
が
ん
検
診
未
受
診
者
支
援
事
業
の
対

象
者
へ
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
５
民
生
区
（
第
五
学
区
）
…
富
樫
裕
子

（
大
宝
寺
第
２
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
９高

齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳
の

方
（
米
寿
。
昭
和
３
年
生
ま
れ
）
…
市
か
ら

賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
６

年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０

０
歳
の
方
（
大
正
４
年
４
月
１
日
～
大
正
５

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎

内
線
１
９
２

家
族
介
護
者
支
援
事
業　
　

協
力
温
泉
施
設
募
集

　

重
度
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
へ
、
温
泉
入
浴
券
の
贈
呈
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
温
泉
入
浴
券
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
温
泉
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件　

本
市
に
入
湯
税
を
申
告
し
て

い
る
温
泉
施
設　

■申
８
月
14
日
○金
ま
で
本
所

期
日

会
場
（
就
学
予
定
校
）

９/
16
○水
京
田
小
（
同
小
、
栄
小
）

17
○木
豊
浦
小
（
同
小
）

18
○金
藤
島
小
（
同
小
、
長
沼
小
）

24
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
）

25
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
）

29
○火
朝
暘
六
小
（
同
小
）

30
○水
朝
暘
一
小
（
同
小
）、
西
郷
小
（
同
小
）

10/
1
○木
黄
金
小
（
同
小
、斎
小
）、湯
野
浜
小
（
同

小
、
加
茂
小
）

2
○金
羽
黒
二
小
（
羽
黒
地
域
）

６
○火
大
泉
小
（
同
小
、
上
郷
小
）、
櫛
引
公

民
館
（
櫛
引
地
域
）

7
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
）、
大
山
小
（
同
小
）

8
○木
朝
暘
四
小
（
同
小
）、
あ
さ
ひ
小
（
朝

日
地
域
）

9
○金
東
栄
小
（
同
小
、
渡
前
小
）

14
○水
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
温
海
地
域
）

28
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）
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相
続
人
な
ど
新
た
な
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
～

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
町
、
宝
田
一

丁
目
～
三
丁
目
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
～
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
～
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を  

募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
11
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５
へ

■他
市
HP避

難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援

計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す

　

災
害
時
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
の
避
難
支
援
を
目
的
に
避
難
行
動
要
支
援

者
個
別
支
援
計
画
を
策
定
す
る
自
治
会
や
町

内
会
、
自
治
振
興
会
等
に
対
し
、
対
象
者
把

握
の
た
め
の
情
報
提
供
等
を
支
援
し
ま
す
。

■申
８
月
31
日
○月
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
０
へ

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地

下
水
利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

２
４み

ん
な
で
い
っ
た
だ
き
ま
ー
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

当
日
は
鶴
岡
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
や
鶴
岡
駅
・
庄
内
空
港
で
振
る
舞
い
が
あ

り
ま
す
。　

▼
命
名
理
由　

▽「
だ
だ
ち
ゃ
」

は
「
お
や
じ
（
パ
パ
）」
を
意
味
し
「
８
８
」

は「
パ
パ
」と
読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の「
８
」

が
２
粒
さ
や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期

だ
か
ら　

■問
本
所
農
政
課
☎
５
７
３

振
り
込
め
詐
欺
・
送
り
付
け
詐
欺

高
齢
者
を
狙
っ
た
手
口
に
注
意

▽
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金
を
頼
ん

で
く
る　

▽
警
察
官
や
銀
行
関
係
者
を
名
乗

る
電
話
で
銀
行
等
の
口
座
情
報
を
聞
き
出
す

▽
自
宅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
き
複
数
の
会

社
か
ら
電
話
で
お
金
を
要
求　

▽
レ
タ
ー
パ

ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求

　

少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

10月にマイナンバーが通知されます
マイナンバー（社会保障・税番号）制度

■問本所情報企画課☎内線637

マイナンバーは国民一人ひとりが持つ12桁の番号で、社会保障・税・
災害対策の分野等で適切・効率的に活用されます。詳しくは市HP「社
会保障・税番号（マイナンバー）制度について」をご覧ください。
【民間事業者、個人事業者もマイナンバーを扱います】
■来年１月から、健康・雇用保険、厚生年金、源泉徴収等の手続きや
　報酬等の支払調書の提出のときにマイナンバーを取り扱います。
■マイナンバー対応の会計ソフトの導入、マイナンバーや個人情報の
　安全管理に関する研修や社内規定づくりなど準備をお願いします。

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
期
間　

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
８
月

11
日
○火
～
９
月
10
日
○木　

児
童
扶
養
手
当
…

８
月
３
日
○月
～
31
日
○月　

■
届
出
先　

本
所

子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■
特
設
受
付
会
場

■日
８
月
17
日
○月
～
21
日
○金
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時　

■場
市
役
所
本
所
６
階
大
会
議
室

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
税
所
有
者
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

鶴岡市民歌の「歌詞」を募集します
鶴岡市合併10周年記念事業「市民歌制定」

■市民歌のコンセプト
　▷鶴岡の情景が思い浮かび、郷里が懐かしく思える歌
　▷子供からお年寄りまでみんなに親しまれる歌
　▷後世まで歌い継がれ、長く歌われる普遍性がある歌
■賞　
　最優秀作品（市民歌の歌詞に採用）１点に20万円、優秀作品２点
　に各５万円を贈呈
■応募　
　応募は未発表のオリジナル作品で１人 1 点。8 月31日○月 まで応募
　用紙を本所総務課☎内線313または各地域庁舎総務企画課へ
■募集要項
　詳しくは市HP「鶴岡市民歌の歌詞募集」

■問本所総務課☎内線313
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

　

子
供
や
高
齢
者
が
熱
中
症
に
な
り
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
の

予
防
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

水
分
補
給
や
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す

　

適
切
な
予
防
方
法
を
知
り
、
ふ
だ
ん

か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
で
、
熱
中
症
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
て
、
暑
い
夏
を
安
全
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
と
は

高
温
多
湿
な
環
境

で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調

節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
症
す
る
障
害
の
総
称
で
す
。

◆
症
状　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
こ

む
ら
返
り
、
大
量
の
発
汗
、
吐
き
気
・

お
う
吐
、
け
ん
怠
感
な
ど
。
重
症
に
な

る
と
、
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。

QＡ

107

人生を明るく楽しむ“足し”に

落語家。吉本興業㈱による「あなたの街に住みますプロジェ
クト」の「山形住みます芸人兼東北住みます落語家」として、
2014年に山形市へ移住し、地域に密着した芸能活動を展開
している。やまがた特命観光・つや姫大使。「鶴岡市合併・
市制施行10周年記念事業 いのちのコンサート 森と水そして
月光のしらべ」の爆笑寄席に出演するため来鶴。大阪府出身。

笑
し ょ う ふ く て い

福亭 笑
し ょ う す け

助 さん

寄席の様子（６月14日／朝日南部コミュニティセンター）

　子供の頃にテレビで見たお笑い芸人に憧れ、こん
な仕事をしたいと思いました。お笑いのまち「大阪」
という土地柄もあり、お笑いに携わる仕事として落
語家を選びました。好きなことを仕事にできる自分
は本当に幸せ者だと思います。
　落語は、落語家の語りと身振り・手振りに笑いを
交じえ表現する架空の物語です。その物語には人生
を楽しく生きるためのヒントのようなものが含まれ
ています。落語家は、物語をのぞき込むためのレン
ズのようなもの。物語がより鮮明なものになるよう、
せりふの言い回しや発声方法、扇子や手拭いを使っ
た落語独特の所作など表現の技術を繰り返し稽古し
ます。何より一番大切にしていることは人間を磨く
こと。「芸は人なり」という言葉がありますが、レ
ンズとなる落語家自身が面白ければ、そのレンズを

通して見える物語の世界も
また面白いものになります。
   やっぱり楽しいことや面

白いことがたくさんあった方がいいじゃないですか。
自分の落語を聞いてなんとなく楽しく、気持ちが明
るくなってくれればと思います。「落語の楽しみ方
はこうだ」といったこだわりや押し付けの気持ちは
一切ありません。人生を楽しく笑って過ごせる“足
し”になればうれしいです。
   住みますプロジェクトに関わり、山形に来て１年
がたちました。県内のいろいろな土地に行き、地元
の人と触れ合い、山形のことが大好きになりました。
6 月20日の寒河江市での寄席を皮切りに「笑福亭
笑助のやまがた35市町村落語めぐり」がスタート
しました。各市町村を巡りながら、その土地のいい
もの・いいところをもっと発見したいと思っていま
す。住んでいる人には当たり前過ぎて普通のことで
も、外の人には「すごくいいもの」が実はたくさん
ある。そんなすてきな出会いを楽しみにしています
し、出会ったいいもの・いいところをＰＲしていき
たいです。　
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◆
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は　

▽
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る　

汗
で
失

わ
れ
た
塩
分
を
補
え
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
が
お
勧
め
で
す
。

▽
暑
さ
を
避
け
る　

扇
風
機
や
エ
ア
コ

ン
を
使
い
、
室
内
温
度
を
調
節
し
ま
し

ょ
う
（
節
電
を
意
識
し
過
ぎ
る
あ
ま
り
、

健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
）。
遮
光
カ
ー
テ
ン
や
す

だ
れ
な
ど
の
活
用
も
効
果
的
で
す
。

▽
服
装
を
工
夫
す
る　

通
気
性
が
よ
く
、

吸
湿
・
速
乾
性
の
あ
る
衣
服
を
着
ま
し

ょ
う
。
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
か
、

日
傘
を
差
し
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡

眠
・
休
息
を
と
る　

寝
不
足
だ
っ
た
り
、

食
事
を
抜
い
た
り
す
る
と
、
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
と
子
供
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す　

高
齢
者
は
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を

感
じ
に
く
く
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
脱

水
症
状
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
子
供
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
発
達

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
気
温
の
影
響
を

受
け
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
周
り
に
い
る
人
が
注
意
し
て

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
ら　

①
涼
し

い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る　

②
衣
服
を
脱

が
せ
、
体
を
冷
や
す　

③
水
分
・
塩
分

を
補
給
す
る　

④
自
力
で
水
を
飲
め
な

い
場
合
や
意
識
が
な
い
場
合
は
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
ぶ

〈
健
康
課
〉

　地域の農林漁業者と商工業者がお互いの知識や
技術を持ち寄って、新しい商品・サービスの開発
等に取り組む、「農商工連携」が地域経済活性化
策として注目されています。有限会社グローバル
アイも農業者と連携し、だだちゃ豆や紅花などの
地元農産品を活用した商品の開発・販売に取り組
んでいる会社の一つです。
   平成６年に創業した同社は、もともと堆肥等の
有機栽培用資材を取り扱っていました。稲作を主
として経営する農業者が多い庄内地方。米の消
費が減少する中、「米の生産だけに依存していて
は、会社も農家も立ち行かなくなる」と考え、農
業者が生産した農産品を原材料とした独自商品の
開発・販売を始めました。「環境にやさしい農業」
という創業以来のテーマを引き継ぎ、素材そのも
のにもこだわりながら商品づくりをしています。
   同社の主力商品は、フリーズドライ※のだだち
ゃ豆を使った商品です。「素材そのものがおいし
いので、なるべくそのままの味を保つよう心掛け
ています」と社長の浅井重臣さん。「フリーズド

ライにすることで、食味は
そのままで、持ち運びも簡
単になるし、賞味期限も長
くなり年間を通じた販売が
可能になりました。これま
で出荷できなかった規格外
の豆を活用できるので、農
業者のメリットにもなって
います」と話します。

   同社が、昨年２月に発売を開始したのがフリー
ズドライのだだちゃ豆をホワイトチョコレートで
包んだお菓子です。どのチョコレートがだだちゃ
豆の風味に合うか、数十種類ものチョコレートで
試作を繰り返し、３年かけて販売にこぎ着けまし
た。海外の展示会でも高く評価され、多くの注文
を受けました。「海外、特にヨーロッパでは日本
食への関心が高く、また品質を重視するので、良
い商品であれば消費者に受け入れられます」と浅
井社長。その言葉からは原材料にも食味にもこだ
わった自社商品への自信がうかがえます。市の助
成金を活用し展示会に出展したり、パッケージデ
ザインを工夫したりと、今後さらに成長が見込ま
れる海外市場への販路拡大を目指し取り組んでい
ます。
   これまでの経験を生かし、他社と連携した商品
開発にも取り組んでいる同社。今回のフリーズド
ライのだだちゃ豆とチョコレートを使ったお菓子
の開発では、かつて地元の飲食店と一緒に枝豆の
カクテルを試作した経験がヒントとなっています。
また、同社には企業だけでなく、農業者も農産物
の加工について相談に来ます。「地元の素材を使
い、地元の方々と一緒になって商品づくりをして、
山形県発の新たなヒット商品を生み出したい」と
浅井社長は今後の展望を語ってくれました。

※フリーズドライ…食品を－40℃程度の低温で
急速冷凍し、その後真空状態で水分を蒸発させて
乾燥させる加工方法。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第９回　地元農産品を活用した商品開発　～地元発のヒット商品を～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所商工課☎25‐2111内線593

社長の浅井さん
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催
し

図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
記
念
事
業 

企
画
展「
図
書
館
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」

　

大
宝
館
時
代
か
ら
新
館
開
館
、
そ
し
て
現

在
に
至
る
ま
で
の
図
書
館
の
足
跡
を
た
ど
り

ま
す
。

■日
９
月
13
日
○日
ま
で　

■時
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時　

■場
・
■問
郷
土
資
料
館
（
図
書
館

本
館
）
☎
25
‐
２
５
２
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー 

夏
の
展
示

■日
９
月
27
日
○日
ま
で　

■時
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の
展
示　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
10
月
12
日
○月
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
、
８
月
10
日
○月
～
14
日
○金
日
没
～
午
後
９

時
30
分
（
荒
天
時
は
中
止
す
る
場
合
あ
り
）　

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）　

■問

庄
内
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎
68
‐
２

５
１
１致

道
博
物
館 

新
作
名
刀
展
‐
現
代
の
刀
工
と
刀
職
‐

■日
８
月
１
日
○土
～
20
日
○木
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問

同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

戦
争
と
平
和
の
資
料
展

■日
８
月
４
日
○火
～
10

日
○月
午
前
９
時
～
午

後
７
時
（
10
日
は
午

後
１
時
ま
で
）　

■場

第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内

第
二
次
世
界
大
戦
当

時
使
用
さ
れ
た
水
筒
、

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を

訴
え
る
パ
ネ
ル
等
の

展
示　

■問
本
所
総
務

課
☎
内
線
３
１
５

鶴
岡
信
用
金
庫
・
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
連
携
協
力
協
定
記
念 

庄
内「
食
」産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
８
月
６
日
○木
午
後
１
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■定
１
２
０
人　

■内
基
調
講
演
…

「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
式
経
営
術
」
奥
田

政
行
氏
（「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
）　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
…
「『
食
』
の
新
た
な
価
値
づ
く
り
で
地

域
を
元
気
に
」
平
尾
清
氏 

（
公
益
大
教
授
）、

奥
田
政
行
氏
、
帯
谷
伸
一
氏 

（
東
北
ハ
ム
㈱

代
表
取
締
役
）、
相
沢
政
男
氏 

（
竹
の
露
㈾

代
表
社
員
）、
今
野
博
氏 

（
㈱
サ
カ
タ
フ
ー

ズ
代
表
取
締
役
）、
相
馬
佳
苗
氏 

（
オ
フ
ィ

ス
Ｋ
＆
Ｍ
代
表
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

２
２
０
０

愛
光
園
夏
祭
り

■日
８
月
６
日
○木
午
後
５
時　

■費
チ
ケ
ッ
ト

８
０
０
円　

■内
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、
抽
せ
ん
会
等　

■場
・
■申
同
園
☎
35
‐
２
３
９
９　

■他
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
中

は
く
ぶ
つ
村
夏
祭
り

■日
８
月
７
日
○金
午
後
６
時　

■内
歌
謡
シ
ョ
ー
、

祥
雲
御
山
太
鼓
公
演
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
抽
せ

ん
会
等　

■費
前
売
り
券
２
、
０
０
０
円
（
当

日
券
あ
り
）　

■場
・
■申
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

☎
53
‐
３
４
１
１

山
形
交
響
楽
団 

庄
内
定
期
演
奏
会
鶴
岡
公
演

■日
８
月
９
日
○日
午
後
４
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
Ａ
席
（
指
定
）
…
４
、
７
０
０
円　

Ｂ
席

…
４
、
２
０
０
円　

学
生
…
２
、
０
０
０
円　

ペ
ア
…
７
、
２
０
０
円　

■
出
演　

飯
森
範

親
氏
（
指
揮
）、
太
田
涼
平
氏
（
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
）　

■問
山
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
☎
０

２
３
‐
６
２
５
‐
２
２
０
４

鈴
木
美
智
子
門
下
生
に
よ
る 

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

■日
８
月
11
日
○火
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円　

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う
」

■日
８
月
12
日
○水
午
後
８
時
30
分　

■場
田
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
星
座
解
説
、
工

作
、
星
の
観
望　

■費
１
家
族
１
０
０
円
（
工

作
は
別
途
１
０
０
円
）　

■持
長
袖
・
長
ズ
ボ

ン
、
懐
中
電
灯
、
の
り
、
は
さ
み
、
マ
ッ
ト

■問
同
会

　
　
　
　
　

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

天
気
に
よ
っ
て
中
止
の
場
合
あ
り

新
民
館（
旧
大
山
小
校
舎
）が 

開
館
し
ま
す

■日
８
月
14
日
○金
・
15
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■場
・
■問
大
山
小
☎
33
‐
２
５
７
０

本
市
を
代
表
す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
連
続
開
催 

鶴
岡
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク

▼
荘
内
大
祭　

■日
８

月
14
日
○金　

■問
荘
内

大
祭
奉
行
所
☎
22
‐

８
１
０
０

▼
赤
川
花
火
大
会

■日
８
月
15
日
○土　

■問

同
大
会
実
行
委
員
会

☎
28
‐
１
８
７
３

■他
同
大
会
HP　

▼
お
ぃ
や
さ
祭
り

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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■日
８
月
16
日
○日　

■問
同
祭
り
実
行
委
員
会
☎

25
‐
０
６
１
３

▼
共
通　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
内
線
５
４

５
湯
殿
山
本
宮
祭

■日
８
月
15
日
○土
午
前
11
時　

■場
・
■問
湯
殿
山

神
社
☎
54
‐
６
１
３
３

早
田
伝
承
の
在
来
作
物 

「
早
田
ウ
リ
」
収
穫
体
験

■日
８
月
16
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時　

■場
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
隣
の
畑

■定
先
着
30
人　

■費
２
、
０
０
０
円
（
早
田
ウ

リ
２
個
・
昼
食
・
早
田
ウ
リ
ア
イ
ス
試
食
代
）　

■申
８
月
７
日
○金
ま
で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７
へ

戸
沢
花
胡
蝶
歌
舞
伎

■日
８
月
16
日
○日
午
後
１
時　

■
演
目　

箱
根

霊
験
躄
仇
討
滝
の
段　

■場
・
■問
戸
沢
公
民
館

☎
45
‐
２
３
３
３

発
掘
！
昭
和
の
16
ミ
リ
映
画
会 

～
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
～

■日
８
月
19
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■定
先
着
40

人　

■内『
ぬ
く
も
り
』『
お
か
あ
さ
ん
の
木（
ア

ニ
メ
）』　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０

５
０が

ん
患
者
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
鶴
岡

■日
８
月
22
日
○土
正
午
～
23
日
○日
正
午
（
荒
天

時
中
止
）　

■場
鶴
岡
公
園
疎
林
広
場　

■内
・
■費

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
…
１
人
１
、０
０
０
円（
職

場
の
同
僚
、
友
人
、
家
族
等
の
チ
ー
ム
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
〈
個
人
も
可
〉。
サ
バ

イ
バ
ー
〈
が
ん
の
告
知
を
受
け
た
方
〉
と
高

校
生
以
下
は
無
料
）　

ル
ミ
ナ
リ
エ
（
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
く
紙
袋
。
夜
に
火
を
と
も
し
ま

す
）
…
１
枚
５
０
０
円
（
慶
應
義
塾
大
学
か

ら
だ
館
及
び
荘
内
病
院
で
取
扱
い
）　

■申
同

実
行
委
員
会

■他
同
HP日

本
棋
院
鶴
岡
支
部
か
ら
の 

お
知
ら
せ

▼
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
囲
碁
入
門
講
座　

■日
８

月
22
日
○土
午
後
２
時　

■場
囲
碁
ク
ラ
ブ　

■他

対
局
を
希
望
す
る
場
合
は
要
申
込
み

▼
鶴
岡
市
民
納
涼
囲
碁
大
会　

■日
８
月
23
日

○日
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

▼
共
通　

■問
同
支
部

藤
沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会
―「
負
の
ロ
マ
ン
」

■日
①
８
月
22
日
○土
、
②
９
月
26
日
○土
午
後
４

時
30
分　

■定
各
日
先
着
30
人　

■内
①『
暗
殺

の
年
輪
』　

②『
又
蔵
の
火
』　

■
朗
読　

劇

団
麦
の
会　

■費
入
館
料　

■場
・
■問
同
館
☎
29

‐
１
８
８
０

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡 

未
来
に
つ
な
ご
う 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
祭

■日
８
月
23
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
、
エ
ス
モ
ー
ル
、
鶴

岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
等　

鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業 

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
８
・
９
月
の
予
定
〉

▼
プ
レ
イ
ベ
ン
ト「
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
鶴
岡
」

▽
舞
台
部
門　

■日
８
月
23
日
○日
・
30
日
○日

■場
丙
申
堂
、
鶴
岡
公
園
、
エ
ス
モ
ー
ル
、
セ

ン
ト
ナ
リ
ー
広
場
等　

■内
合
唱
、
吹
奏
楽
、

民
謡
、
民
舞
、
民
話
、
日
本
舞
踏
、
剣
詩
舞
、

朗
読
、
な
つ
メ
ロ
、
尺
八
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

よ
さ
こ
い
演
舞
、
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑隊
演
武
、
ゴ
ス
ペ
ル
、

バ
ン
ド
、
琵
琶
と
大
正
琴
と
演
劇
の
共
演
、

和
太
鼓
、
丸
岡
ど
ん
づ
き
、
吟
詠
、
神
楽
、

ダ
ン
ス
等

▽
展
示
部
門　

■日
８
月
23
日
○日
～
30
日
○日

■場
エ
ス
モ
ー
ル
、
鶴
岡
郵
便
局
、
市
役
所
本

所
等　

■内
書
道
、
絵
画
、
生
け
花
、
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
、
俳
句
、
短
歌
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
等

▽
鶴
岡
市
茶
道
会
と
高
校
生
に
よ
る
呈
茶

■日
８
月
25
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
3
時　

■場

市
役
所
本
所

▼
鶴
岡
市
芸
術
祭
開
幕
式
典　

■日
８
月
30
日

○日
午
前
10
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
白
甕
社
美
術
展　

■日
８
月
29
日
○土
～
９
月

９
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

（
入
館
は
午
後
６
時
ま
で
。
29
日
は
午
後
１

時
か
ら
、
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
。
月
曜
日

休
館
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費

大
人
…
４
０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円
（
団

体
及
び
障
害
の
あ
る
方
は
半
額
。
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
田
川
民
話
の
会　

ん
だ
ば
、
語
て
み
っ
が

の
。
羽
黒
宿　

■日
９
月
５
日
○土
午
後
１
時
30

分　

■場
や
ま
ぶ
し
温
泉
ゆ
ぽ
か

▼
裏
千
家
秋
の
茶
会　

■日
９
月
６
日
○日
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
書
法
研
究
山
紫
会
展　

■日
９
月
11
日
○金
～

13
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
13
日

は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム

▼
表
千
家
流
茶
会　

■日
９
月
13
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

■場
致
道
館　

■費
８
０
０
円

▼
あ
つ
み
作
品
展　

■日
９
月
15
日
○火
～
18
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
18
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会　

■日

９
月
20
日
○日
午
後
３
時　

■場
中
央
公
民
館

■費
１
、
０
０
０
円

▼
さ
ゞ
波
会
民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い　

■日
９

月
27
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５
０
０
円

▼
佳
陽
会
日
本
画
展　

■日
９
月
29
日
○火
～
10

月
４
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
29
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
４
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
芸
術
文
化
協
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

夕
陽
能

■日
８
月
23
日
○日
午

前
９
時
～
午
後
７

時
（
夕
陽
能
は
午

後
５
時
30
分
）

■内
抽
せ
ん
会
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
山
戸
能
の
上

演　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し

ゃ
り
ん
☎
44
‐
３

２
１
１
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市
内
５
救
難
所
の
救
助
員
が
訓
練
を
実
施 

鶴
岡
市
海
難
救
助
訓
練

■日
８
月
26
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
由
良
漁

港　

■内
救
命
索
発
射
器
操
法
や
救
命
法
等
の

基
本
訓
練
、
船
舶
の
事
故
を
想
定
し
た
総
合

訓
練　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

ま
た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６

１
１
へ湯

殿
山
神
社
→
花
ノ
木
坂（
下
り
６
㎞
） 

六
十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
８
月
30
日
○日
、
９
月
13
日
○日
午
前
８
時
40

分
～
午
後
３
時
（
各
日
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

集
合
）　

■定
各
日
先
着
15
人　

■費
弁
当
を
希

望
す
る
場
合
は
７
０
０
円　

■持
昼
食　

■申
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
森
と
水
☎
０
９
０
‐
９
７
４
２
‐

７
４
４
０

鶴
岡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

休
日
見
学
会

■日
８
月
30
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
「
く
る
り
ん
館
」

■内
く
る
り
ん
館
探
検

隊
、
エ
コ
お
も
ち
ゃ

作
り
、
風
呂
敷
・
ご

み
分
別
講
座
、
再
生

品
の
展
示
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
せ
ん
、パ
ソ
コ
ン

の
無
料
回
収　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６

７
７
ま
た
は
同
プ
ラ
ザ
☎
35
‐
３
５
５
７
へ

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪「
景
勝
地
を
訪

ね
梨
狩
り
を
楽
し
む
」バ
ス
ツ
ア
ー

■日
９
月
４
日
○金
午
前
８
時
（
鶴
岡
公
園
発
）

～
午
後
４
時　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
方
25
人

■内
遊
佐
町
湧
水
の
名
所
・
酒
田
共
同
火
力
等

の
見
学
、
刈
屋
梨
狩
り
等　

■費
２
、
０
０
０

円　

■申
８
月
21
日
○金
ま
で
庄
内
広
域
行
政
事

務
所
☎
66
‐
４
１
４
１
へ　

■他
３
人
ま
で
の

グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
も
可

本
市
と
三
川
町
の
中
学
生
代
表
12
人
が
熱
い
思
い
を
発
表 

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
鶴
岡
地
区
大
会

■日
９
月
２
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１

８
５
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28

‐
０
１
１
０
内
線
２
８
１
へ

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス 

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
５
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
15
分　

■対
高
校
生
先
着
20
人　

■場
・
■申
８
月
28
日
○金

ま
で
山
大
農
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９

１
１
へ　

■他
昼
食
付
き

市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
は
ち
こ
の
皇
子
物
語
」 

～
時
空
を
駈
け
ツ
ム
グ
あ
な
た
の
優
し
さ
を
忘
れ
な
い

■日
９
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
大
人
…
５
０
０
円

（
当
日
は
７
０
０
円
）　

学
生
…
３
０
０
円

中
学
生
以
下
…
無
料　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
等　

■問
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
実
行
委
員
会

笑
顔
と
歌
声
い
っ
ぱ
い
の
豊
か
な
人
生
の
秘
け
つ
を
学
ぶ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑

■日
９
月
８
日
○火
・
29
日
○火
、
10
月
13
日
○火
・

27
日
○火
午
後
７
時
（
全
４
回
）　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■費
１
、
５
０
０
円
（
１
回

の
参
加
は
５
０
０
円
）　

■申
８
月
28
日
○金
ま

で
鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校　

ほ
の
ぼ
の

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
＆
学
校
公
開

■日
９
月
９
日
○水
午
前
10
時
～
正
午　

■対
特
別

支
援
教
育
や
同
校
の
教
育
に
関
心
が
あ
る
方
、

障
害
者
雇
用
を
考
え
て
い
る
事
業
所
、
地
域

の
方
等　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
作
品
作
り
体
験
の
希
望
は
当
日
に
受
付

（
午
前
11
時
ま
で
）

今
回
は
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し
て
上
山
市
へ 

つ
る
お
か
森
の
時
間

■日
９
月
13
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■定
先
着
30
人

■内
上
山
市
ク
ア
オ
ル
ト
（
気
候
性
地
形
療
法

に
よ
る
健
康
づ
く
り
）
体
験
（
森
林
散
策
、

昼
食
、
温
泉
入
浴
）　

■費
大
人
…
２
、
０
０

０
円　

大
学
生
…
１
、
５
０
０
円　

高
校
生

以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■申
８
月
31
日
○月
ま

で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他

少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
内
容
等
を
変
更
す
る

場
合
あ
り

月
山
ワ
イ
ン
ま
つ
り

■日
９
月
13
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場

赤
川
河
川
緑
地　

■内
月
山
ワ
イ
ン
・
山
ぶ
ど

う
ジ
ュ
ー
ス
飲
み
放
題
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

特
産
品
直
売
、
抽
せ
ん
会
、
特
製
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
販
売
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等　

■費
大
人

…
３
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０

円　

■
前
売
り
券
取
扱
い　

９
月
４
日
○金
ま

で
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
本
所
・
各
支
所
、
Ｊ
Ａ

鶴
岡
本
所
・
各
支
所
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
産
直
館
各

店
、
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
、産
直
あ
さ
ひ
・

グ
ー
、
出
羽
商
工
会

東
部
セ
ン
タ
ー
（
櫛

引
支
所
）、
市
役
所

本
所
地
下
売
店
、
朝

日
庁
舎
産
業
課
で
販

売（
当
日
券
は
な
し
）

■問
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が

わ
本
所
内
「
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
事

務
局
☎
64
‐
３
０
０
０

鶴
岡
市
敬
老
の
つ
ど
い

■日
９
月
16
日
○水
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方　

■内
栄
保
育

園
児
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
式
典
、
芸
能

団
体
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

■
入
場
整
理
券　

老
人
ク
ラ
ブ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
本
所
福
祉
課
及
び
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
で
配
布　

■問
本
所
福

祉
課
☎
内
線
１
３
８

出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道
フ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ「
ゆ
ど
の
詣
で
の
旅
」

■日
９
月
19
日
○土
～
21
日
○月
午
前
８
時
～
午
後

５
時
（
各
日
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
。
21

日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
・
■費
19
日
…
松

根
→
注
連
寺
→
大
日
坊
→
田
麦
俣
（
３
、
０

０
０
円
）　

20
日
…
田
麦
俣
→
蟻
腰
坂
→
湯

殿
山
本
宮
（
３
、
８
０
０
円
）　

21
日
…
湯

殿
山
有
料
道
路
料
金
所
→
大
岫
峠
→
志
津
温

泉
（
２
、
７
０
０
円
）　

■定
各
日
先
着
25
人　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
８
日
○火
ま
で
あ
さ
ひ
む

ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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藤
沢
周
平
記
念
館
開
館
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

朗
読
会
「
花
の
あ
と
」
を
読
む

■日
10
月
12
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
神

社
参
集
殿　

■定
３
０
０
人　

■
朗
読　

竹
下

景
子
氏（
俳
優
）　

■申
ハ
ガ
キ
に
氏

名
・
住
所
・
電

話
番
号
（
最
大

２
人
ま
で
）
を

記
入
の
上
、
８

月
31
日
○月
ま
で
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０
へ

■他
９
月
上
旬
に
当
選
者
へ
入
場
券
を
送
付

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

２
０
１
５
市
民
サ
ロ
ン
第
１
講
「
見
直
そ
う
、運
動

と
食
事
か
ら
‐
私
た
ち
の
体
の
た
め
の
第
一
歩
‐
」

■日
８
月
４
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
こ
こ
ろ
の
健
康
を

保
つ
た
め
に
～
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

基
本
～
」
安
部
和
明
氏
（
山
形
県
立
こ
こ
ろ

の
医
療
セ
ン
タ
ー
主
任
看
護
師
）、「
自
分
の

健
康
と
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
松
橋
将
太
氏
（
鶴
岡
高
専
創

造
工
学
科
助
教
）　

■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
内
「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23
‐

２
２
０
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
８
月
10
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

８
月
４
日
○火
午
後
２
時
、
７
日
○金
午
後
７
時
、

19
日
○水
午
後
２
時
・
７
時
、
27
日
○木
午
後
２

時
、
28
日
○金
午
後
７
時
、
９
月
１
日
○火
午
後

２
時
、
４
日
○金
午
後
７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
８
月
５
日
○水
・
21
日
○金
、

９
月
２
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

８
月
６
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
８
月
７
日
○金
午
後
７
時
、
11
日

○火
午
後
２
時
30
分
、
21
日
○金
午
後
７
時
、
25

日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
者
証
は
４
施
設
共
通

同
じ
境
遇
の
仲
間
が
集
い
語
り
合
う
場 

ほ
っ
と
広
場

■日
８
月
18
日
○火
午
後
６
時　

■場
荘
内
病
院

■内
脱
毛
ケ
ア
と
肌
の
手
入
れ
の
紹
介
、
茶
話

会　

■申
同
院
地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26

‐
５
１
８
０

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

親
子
水
泳
教
室

■日
８
月
29
日
～
９
月
26
日
の
毎
週
土
曜
日
午

前
11
時
（
全
５
回
）　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対

１
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
（
１
歳
未

満
の
子
供
は
要
相
談
）　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
同
協
会
HP

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里　

■日
８
月
30
日

○日
午
前
８
時（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
峠
ノ
山
集
会
セ
ン
タ
ー
→
西
山

林
道
→
越
路
峠
→
あ
つ
み
温
泉
地
内
（
足
湯

巡
り
）
→
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
（
約
９

㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午

前
８
時
30
分
・
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
〉

の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■申
８
月
17
日
○月
～

24
日
○月

▼
古
の
六
十
里
越
街
道
を
行
く　

■日
９
月
５

日
○土
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
。

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
発
は
８
時
20
分
〈
全

員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
注
連
寺
→
十
王
峠
→
峰

道
→
追
分
石
→
本
明
寺
→
か
た
く
り
温
泉
ぼ

ん
ぼ
（
約
８
㎞
）　

■対
体
力
に
自
信
の
あ
る

方　

■費
１
、
０
０
０
円
（
山
菜
汁
・
栃
餅
代

等
）　

■申
8
月
21
日
○金
～
31
日
○月

▼
羽
州
浜
街
道
波
渡
岬
と
笠
取
峠
を
行
く

■日
９
月
６
日
○日
午
前
10
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
五
十
川
駅
→
波

渡
岬
→
小
波
渡
→
笠
取
峠
→
気
比
神
社
→
三

瀬
海
岸
（
約
９
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
お

汁
・
お
に
ぎ
り
代
等
。
現
地
集
合
〈
午
前
10

時
40
分
・
五
十
川
駅
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■申
８
月
25
日
○火
～
９
月
１
日
○火

▼
共
通　

■定
１
０
０
人
（
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
）　

■持
軽
食
、
お
わ
ん
、
コ
ッ
プ
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
中
学
生

以
下
は
５
０
０
円

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

教
室
参
加
者
募
集

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室　

■日
水
曜
日
午
後
７

時　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
費

１
、
０
０
０
円
）

▼
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室　

■日
毎
月
第
２
・
第
３
・

第
４
金
曜
日
午
後
７
時　

■費
月
額
１
、
５
０

０
円
（
別
途
登
録
費
１
、
０
０
０
円
）

▼
共
通　

■場
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■申

同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２

七
転
び
八
起
き
！
転
ん
で
も
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
ロ
コ
モ
対
策

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
９
月
４
日
○金
午
後
２

時
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
西
脇
祐
司

氏
〈
東
邦
大
学
医
学
部
教
授
〉）　

調
理
編
…

17
日
○木
午
前
10
時
・
女
性
セ
ン
タ
ー
（
高
山

美
加
代
氏
〈
管
理
栄
養
士
〉）　

■費
５
０
０
円

（
全
２
回
分
）　

■申
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館

☎
29
‐
０
８
０
６

褥
瘡（
床
ず
れ
）市
民
公
開
講
座

■日
９
月
５
日
○土
午
後
１
時　

■場
荘
内
病
院

■定
１
０
０
人　

■内
床
ず
れ
の
お
話
「
予
防
か

ら
適
切
な
処
置
方
法
ま
で
」　

■申
８
月
28
日

○金
ま
で
同
院
医
事
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線

６
１
２
１
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

午
前
コ
ー
ス

■日
９
月
18
日
○金
・
24
日
○木
、
10
月
２
日
○金
と

８
日
○木
と
９
日
○金
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
・

15
日
○木
・
29
日
○木
、
11
月
13
日
○金
・
26
日
○木
、

12
月
10
日
○木
午
前
９
時
30
分
（
９
月
18
日
の

み
午
後
１
時
30
分
。
全
８
回
）　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
本
市

に
住
民
登
録
し
て
い
る
昭
和
21
年
４
月
２
日

～
51
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
次
の
全

て
に
該
当
す
る
方
50
人　

▽
肥
満
解
消
の
た

め
に
減
量
を
希
望
す
る
方　

▽
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体

格
指
数
）
が
23
～
30
の
方
、
ま
た
は
腹
囲
が

85
㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以
上
の
女
性
（
医

師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除

く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）　

▽
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こ
れ
ま
で
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
な
い

方　

■内
健
康
度
・
形
態
測
定
、運
動
実
技
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健

康
学
習
（
食
生
活
や
運
動
、体
の
仕
組
み
等
）、

生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
２

２
０
円　

■申
８
月
21
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０
へ　

■他
市
HP

み
ん
な
で
歩
こ
う
！ 

「
里
山
あ
る
き
２
０
１
５
」

▼
大
山
上
池
・
下
池
コ
ー
ス
（
20
㎞
・
８
㎞
）　

■日
９
月
19
日
○土
午
前
９
時
（
大
山
イ
ベ
ン
ト

広
場
集
合
）　

▼
羽
黒
山
修
験
の
み
ち
（
20
㎞
・
７
㎞
）

■日
９
月
20
日
○日
午
前
９
時
（
羽
黒
山
随
神
門

集
合
）

▼
共
通　

■
送
迎
バ
ス
（
市
役
所
本
所
発

〈
要
予
約
〉）　

午
前
８
時
30
分　

■費
高
校
生

以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５

０
０
円　

■持

軽
食
、
お
わ

ん
、
コ
ッ
プ

等　

■申
８
月

31
日
○月
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
25
‐
８
１

３
１
ま
た
は
羽
黒
体
育
館
☎
62
‐
４
７
８
９

へ　

■他
市
HP
。
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
（
予
約

は
１
、
０
０
０
円
、
当
日
は
１
、
３
０
０
円
）。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座 

「
考
え
よ
う
！
健
康
と
福
祉
」

■日
９
月
26
日
○土
午
後
１
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
１
０
０
人　

■内「
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
症
状
と
家
庭

で
で
き
る
対
処
法
」
槌
谷
由
美
子
氏
（
同
大

学
助
教
）、「
股
関
節
と
脚
長
差
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
中
野
渡
達
哉
氏
（
同
大
学
助

教
）　

■申
同
大
学
附
属
図
書
館
☎
０
２
３
‐

６
８
６
‐
６
６
７
１　

■他
託
児
あ
り
（
９
月

11
日
○金
ま
で
要
申
込
み
）

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会 

参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■日
10
月
７
日
○水
～
12
月
９
日
○水　

■対
ク
ラ
ブ

男
子
・
女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以

上
）、
ミ
ド
ル
（
男
女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡

地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー

ム
で
の
参
加　

■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円

（
同
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
別
途
登
録
料
７
、

０
０
０
円
。
個
人
は
参
加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■申
９
月
４
日
○金
ま
で
同
連
盟
事
務
局

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館 

遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
８
月
４
日
○火
・
６
日
○木
・
８
日
○土
午
後
２

時
30
分　

■内
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
化
学
実
験
、

折
り
紙　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０　

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室 

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

　

同
ク
ラ
ブ
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■日
８
月
８
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
・
中
学
生　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

保
育
園
体
験
「
水
遊
び
と
か

き
氷
パ
ー
テ
ィ
ー
し
よ
う
♪
」

■日
８
月
19
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■対
離
乳
食

を
完
了
し
た
満
１
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
８
組　

■内
プ
ー
ル
遊
び
、
か
き
氷

パ
ー
テ
ィ
ー
、
園
の
紹
介
、
育
児
相
談
、
給

食
体
験　

■場
・
■申
松
原
保
育
園
☎
29
‐
１
５

０
１子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
８
月
25
日
○火

午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
27
年
３

月
・
４
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
触
れ

合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
８
月
26
日
○水
午
前

10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
26
年
８
月
～
27

年
２
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
離
乳
食
の
話
、
触
れ
合
い
遊
び　

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
８
月
21
日
○金
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１
へ

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
８
月
27
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
26
年
９
月
～
11
月
生
ま
れ
の

子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、
甘
く

な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
８
月
20
日
○木
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
８
月
の
講
座 

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
８
月
28
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
公
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
鶴
岡
市
療
育
講
座 

「
育
て
に
く
い
子
に
は
わ
け
が
あ
る
」

■日
８
月
29
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
保
護
者　

■師
木
村
順
氏
（
療
育
塾

ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム
・
作
業
療
法
士
）　

■申
８

月
21
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
子
供
の

入
場
不
可
。
託
児
あ
り
（
■対
未
就
園
児
先
着

10
人　

■申
８
月
６
日
○木
か
ら
）

暘
光
児
童
館 

親
子
で
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り

■日
９
月
６
日
○日
午
後
１
時　

■場
㈱
ア
ロ
ー
ズ　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組
20
人

■費
３
０
０
円
～
１
、
０
０
０
円
（
プ
ラ
モ
デ

ル
代
）　

■申
８
月
24
日
○月
～
31
日
○月
に
同
館

☎
64
‐
８
６
４
０
ま
た
は
㈱
ア
ロ
ー
ズ
☎
64

‐
０
８
１
４
へ

妊
娠
し
た
ら
… 

パ
パ
・
マ
マ
教
室

■日
９
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤

ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞

い
て
み
よ
う
、
妊
婦

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

お
風
呂
入
れ
）、
講

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■費
大
人
…
２
、０
０
０
円
（
ス
カ
ー
フ
２
枚
）　

子
供
…
１
、
０
０
０
円
（
同
１
枚
）　

■申
８

月
13
日
○木
ま
で　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
品
質
管
理
中
級
講
座　

■日
８
月
18
日
○火
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
４
、
０
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修　

■日
９
月
８
日
○火
・
９
日

○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定

20
人　

■費
１
万
円

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ　

■日
９
月
８
日
～
10
月
20
日
の
毎
週

火
曜
・
木
曜
日
（
９
月
22
日
○火
を
除
く
）
午

後
６
時
30
分
（
全
12
回
）　

■定
８
人　

■費
１

万
５
、
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日
９

月
10
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
教
育
訓
練
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト　

■日
９
月
16

日
○水
・
17
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
全
２
回
）　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

山
の
活
動
体
験
事
業 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
太
郎

■日
８
月
22
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場

温
海
町
森
林
組
合
、
温
海
地
域
内
山
林　

■定

20
人　

■内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
目
立
て
講
習
、
安

全
な
伐
採
作
業
実
習　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
編
物
教
室　

■日
８
月
10
日
○月
・
24
日
○月
午

後
１
時
30
分

▼
将
棋
大
会　

■日
９
月
２
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
８
月
26
日
○水
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
９
月
９
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
２
、

０
０
０
円
）　

■申
９
月
２
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
８
月
８
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
里
山
10
㎞
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」　

■日
８
月
22
日
○土
午
前
９
時
（
同
館

集
合
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■費
２
０
０
円（
軽

食
代
）　

■申
８
月
17
日
○月
ま
で　

■他
飛
び
入

り
可

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼「
山
の
日
」（
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
る
祝

日
〈
８
月
11
日
〉）
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・
月
山

を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う　

西
川
町
姥
沢
周

辺
で
外
来
植
物
の
除
去
作
業
を
行
っ
た
後
、

姥
ヶ
岳
に
登
り
ま
す　

■日
８
月
11
日
○火
午
前

７
時
～
午
後
４
時
（
小
真
木
原
運
動
公
園
中

央
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■費
５
０

０
円　

■持
携
帯
食
、
昼
食
、
軍
手
等　

■申
８

月
８
日
○土
ま
で

▼
夏
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
８
月
16
日
○日

午
前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

幼
稚
園
・
保
育
園
説
明
会

■日
保
育
園
…
９
月
８
日
○火
午
前
10
時　

幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
…
10
日
○木
午
前
10
時

■対
来
春
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育

園
へ
入
園
予
定
の
子
供
の
保
護
者　

■場
・
■申

８
月
25
日
○火
ま
で
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ま
っ
た
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
真
展
示
「
な
つ
に
で
あ

え
る
い
き
も
の
た
ち
」

■日
８
月
１
日
○土
～
31
日
○月

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ

ベ
ン
ト「
外
来
植
物
駆
除
」　

■日
９
月
５
日
○土
午
前
９
時　

■持
長
靴
、
軍
手
等　

■申
９
月
３
日
○木
ま
で　

■他
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
い
の
ち
学
～
命
を
と
お
し
て
環
境
保
全
を

考
え
る
講
座
～　

■日
９
月
６
日
○日
午
前
10
時

～
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■費
１
、
２
０

０
円　

■内
外
来
生
物
の
現
状
・
生
態
を
学
び
、

食
べ
て
み
よ
う　

■申
９
月
２
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
８
月
６
日
○木
・
20
日
○木
・

27
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

▼
水
香
お
ど
り　

■日
８
月
10
日
○月
・
17
日

○月
・
24
日
○月
・
31
日
○月
午
前
９
時
30
分

話
「
妊
娠
中
か
ら
の
心
が
け
」
産
婦
人
科
医

師　

■持
母
子
健
康
手
帳　

■申
健
康
課
☎
内
線

３
７
３平

成
28
年
度 

鶴
岡
市
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
園
児
募
集

　

９
月
１
日
○火
か
ら

各
園
で
入
園
願
書
を

配
布
し
、
10
月
１
日

○木
か
ら
願
書
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
護
者

の
就
労
等
に
よ
っ
て
認
定
こ
ど
も
園
で
保
育

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
み
時
期

や
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
※
）印
は
認
定
こ
ど
も
園

（
鶴
岡
幼
稚
園
は
予
定
）。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児　

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▽
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
18

人　

②
30
人　

③
10
人　

④
５
人

▽（
※
）城
南
幼
稚
園
・
城
南
保
育
園
☎
24
‐

７
１
６
４　

①
若
干
名　

②
13
人　

③
10
人　

④
10
人

▽
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
24

人　

②
65
人　

③
６
人　

④
若
干
名

▽
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

①
10
人　

②
15
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▽（
※
）い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０

①
若
干
名　

②
９
人　

③
７
人　

④
若
干
名

▽（
※
）若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７　

①

と
②
で
７
人　

③
６
人　

④
２
人

▽
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
12
人

②
30
人　

③
10
人　

④
若
干
名

▽（
※
）鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

①

30
人　

②
36
人　

③
９
人　

④
６
人

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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プ
中
級
英
語
…
９
月
２
日
～
12
月
16
日
の
水

曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）・
１
万
９
、
５

０
０
円　

か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店（
☆
）

…
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

▼
中
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
９
月
11
日
～
12

月
18
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
15

回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

初
級
…
９
月

１
日
～
12
月
22
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
（
全

14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

中
級
…
９

月
12
日
～
12
月
19
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１

時
30
分
（
全
15
回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

朋
友

好
！
（
☆
）
…
毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
９
月
４
日
～
12

月
18
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
16

回
）・
２
万
８
０
０
円　

初
級
…
９
月
４
日

～
12
月
18
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全

16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

中
級
…
９
月
２

日
～
12
月
16
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
（
全
15

回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

韓
国
と
の
出

会
い
（
☆
）
…
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日iH
ola,am

igos!

（
☆
）

…
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■他
各
講
座
受
講
者
３
人
以
上
で
開
講
。
見
学

可
。（
☆
）印
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ

ケ
ッ
ト
制

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
９
月
６
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）　

■費
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す

る
方
）　

■申
８
月
３
日
○月
～
31
日
○月
に
消
防

署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各

分
署
へ

る
方
は
17
日
○月
ま
で
）
山
形
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９
へ

鶴
岡
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

基
礎
講
習
（
全
７
回
）

■日
・
■内
▽
９
月
１
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
…
子
供
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
、

小
児
看
護　

▽
２
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
…
子
供
の
世
話
、
保
育
の
心　

▽
４

日
○金
午
前
９
時
30
分
～
正
午
…
子
供
の
発
育

と
病
気　

▽
８
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
正
午

…
子
供
の
遊
び　

▽
９
日
○水
午
前
９
時
30
分

～
正
午
…
子
供
の
事
故
と
安
全　

▽
10
日
○木

午
前
９
時
30
分
～
正
午
…
心
の
発
達
と
そ
の

問
題　

▽
11
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
…
子
供
の
栄
養
・
食
生
活
、
地
域
で
の
子

育
て
を
応
援
す
る
た
め
に　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
供
が
好
き
な
方
、
地
域
の
子
育
て
を
応

援
し
た
い
方
、
修
了
後
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
等

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
方
20
人　

■申
８
月
26

日
○水
ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１
へ

も
の
づ
く
り
中
核
人
材
育
成
講
座 

３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
講
座

■日
９
月
２
日
○水
・
３
日
○木
・
７
日
○月
・
15
日

○火
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
全
４
回
）

■定
５
人　

■費
３
万
２
、
４
０
０
円　

■場
・
■申

８
月
20
日
○木
ま
で
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０
へ　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

出
羽
庄
内
国
際
村 

外
国
語
講
座
（
９
月
～
12
月
）

▼
英
語　

■日
・
■費
初
心
者
英
会
話
…
９
月
３

日
～
12
月
17
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

レ
ベ
ル
ア
ッ

ク
鶴
岡　

■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

「
食
の
都
庄
内
」親
善
大
使
に
学
ぶ
地
産
地
消
フ
レ
ン
チ 

〝
地
産
地
消
〟
料
理
教
室

■日
８
月
27
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
先
着
12
人　

■内

す
い
お
う
収
穫
体
験
、
調
理　

■師
太
田
政
宏

氏
（「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ロ
ア
ジ
ス
」
グ
ラ
ン
シ

ェ
フ
）　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
８
月
５
日

○水
～
12
日
○水
に
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎

64
‐
５
８
６
０
へ

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
８
月
31
日
○月
～
９
月
15
日
○火
の
月
曜
～
金

曜
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
（
全
10
回
）　

■場
余
目
第
三

公
民
館
（
庄
内
町
）
等　

■対
失
業
中
の
方
10

人　

■内
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
電
話
応
対
等　

■申

庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
企
画
課
☎
66
‐
５

４
９
４　

■他
託
児
あ
り

～
今
の
保
育
を
知
ろ
う
～ 

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

■日
８
月
31
日
○月
午
後
０
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
現
在

保
育
職
に
就
い
て
い
な
い
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
、
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

■内
研
修
（
保
育
の
現
状
に
つ
い
て
等
）、
就

職
相
談
、
保
育
の

職
場
体
験
（
希
望

す
る
方
の
み
後
日

実
施
）　

■申
８
月

24
日
○月
ま
で
（
職

場
体
験
を
希
望
す

■申
８
月
11
日
○火
ま
で
温
海
町
森
林
組
合
☎
43

‐
２
３
１
３
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
夏
を
染
め
る　

柿
渋
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　

■日
８
月
22
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■師

柳
田
哲
雄
氏
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
講
師
）　

■費
３
、
０
０
０
円　

■持
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
タ

オ
ル
等　

■申
８
月
４
日
○火
～
16
日
○日

▼
板
づ
く
り
で
カ
ッ
プ
＆
ソ
ー
サ
ー
～
呉

須
で
描
く
レ
ト
ロ
な
仕
上
が
り　

■日
８
月

28
日
○金
、
９
月
４
日

○金
・
18
日
○金
午
後
７

時
（
全
３
回
）　

■師

太
田
金
子
氏
（
陶
芸

家
）　

■費
３
、
０
０

０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、

古
タ
オ
ル　

■申
８
月

４
日
○火
～
21
日
○金

▼
共
通　

■対
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生

以
上
の
方
先
着
16
人　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

ア
メ
リ
カ
料
理 

ポ
ー
ル
さ
ん
の
台
所

■日
８
月
23
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ポ
ー
ル
・
タ
イ
ラ
ー
氏
（
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
出
身
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・

■申
８
月
４
日
○火
か
ら
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

へ
介
護
現
場
で
働
い
て
い
る
方
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か 

介
護
の
し
ご
と
ミ
ニ
講
座

■日
８
月
25
日
○火
午
後
１
時　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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策
企
画
課
内「
鶴
岡
・
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ

ッ
ク
友
好
協
会
」事
務
局
☎
内
線
５
２
８
へ

県
営
住
宅
８
月
募
集

■
募
集
住
宅　

東
部
１
号
…
１
戸　

末
広
３

号
（
Ａ
）
…
１
戸　

■申
８
月
５
日
○水
～
11
日

○火
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎

66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
８
月
20

日
○木
。
入
居
時
期
は
10
月
上
旬

相
談
・
そ
の
他

特
許
や
商
標
に
関
す
る
悩
み
・

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か

▼
知
財
総
合
支
援
窓
口　

■日
月
曜
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

■
相
談

電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
７
‐
８
１
３
０

■問
山
形
県
発
明
協
会
☎
０
２
３
‐
６
４
４
‐

３
３
１
６

▼
外
部
支
援
窓
口
（
知
財
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
相
談
）　

■日
８
月
４
日
、９
月
８
日
、

10
月
６
日
、
11
月
10
日
、
12
月
８
日
、
来
年

１
月
12
日
、
２
月
９
日
、
３
月
８
日
の
火
曜

日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
・
■申
鶴

岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１

空
き
家
相
談
会

　

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
等
で
お
困

り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
８
月
８
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

２
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

▽
紙
芝
居
…
用
紙
は
縦
26
・
５
㎝
×
横
38
・

２
㎝
（
市
販
紙
芝
居
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
判
）

ま
た
は
縦
29
・
７
㎝
×
横
42
㎝
（
Ａ
３
判
）。

紙
質
は
白
ボ
ー
ル
紙
等
の
板
紙
。
８
場
面
以

上
18
場
面
以
内　

■申
作
品
に
応
募
用
紙
を
添

付
の
上
、
８
月
30
日
○日
ま
で
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５
へ

11
月
７
日
○土「
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭
」で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う 

「
大
地
讃
頌
を
歌
う
会
」団
員
募
集

■
練
習
日　

８
月
以
降
の
毎
週
木
曜
日
（
８

月
13
日
○木
を
除
く
）
午
後
７
時
30
分　

■場
藤

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
、
東
田
川
文
化

記
念
館　

■費
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）　鶴

岡
養
護
学
校「
つ
る
よ
う
サ
ポ
ー

タ
ー
」募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■日
８
月
29
日
○土
午
前
10
時　

■場
・
■申
８
月
21

日
○金
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

お
い
し
い
庄
内
空
港
空
の
日
フ
ェ
ス
タ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

■日
９
月
13
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
雨
天
中
止
）　

■場
庄
内
空
港
緩
衝
緑
地　

■

募
集
数　

10
店
舗
（
１
区
画
２
・
０
ｍ
×
２
・

０
ｍ
）　

■申
８
月
31
日
○月
ま
で
庄
内
空
港「
空

の
日
・
空
の
旬
間
」
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

☎
０
２
３
４
‐
92
‐
４
１
８
１
へ

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市

訪
問
団
派
遣
事
業　

団
員
募
集

■日
11
月
11
日
○水
～
16
日
○月
（
５
泊
６
日
）

■定
10
人　

■内
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市

で
の
交
流
事
業
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
観
光

■費
約
37
万
円　

■申
８
月
20
日
○木
ま
で
本
所
政

賞
…
３
点　

特
別
賞
…
数
点　

■申
所
定
の

応
募
用
紙
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
（
植
物
の

種
類
は
不
問
）
の
写
真
を
３
～
５
枚
添
付
の

上
、
８
月
27
日
○木
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環

境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
☎
内
線
７
１
９

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
提

出
物
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
写
真
等
は
HP
等
で

公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
５
」 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

■日
９
月
27
日
○日　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

入
り
口
付
近
（
屋
根

あ
り
）　

■定
先
着
20

人　

■
１
区
画　

間

口
１
・
７
ｍ
×
奥
行

４
・
７
ｍ　

■費
５
０

０
円　

■申
８
月
３
日

○月
～
19
日
○水
に
廃
棄

物
対
策
課
☎
22
‐
２

８
４
８
へ

９
月
11
日
○金
～
16
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催 

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展 
作
品
募
集

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
団

体　

■
種
別　

工
芸
、
手
芸
、
書
、
絵
画
、

写
真
（
１
人
２
点
以
内
）　

■申
８
月
19
日
○水

ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
24
‐
８
６
４
０

へ　

■他
問
合
せ
は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
で
も
可
。
作
品
搬
入
は
９
月
10
日
○木

午
前
11
時

手
づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本
の

形
に
な
っ
た
も
の
（
形
式
・
材
料
は
自
由
）　

消
防
設
備
士
講
習

■内
・
■日
警
報
設
備
…
10
月
９
日
○金
・
20
日
○火　

消
火
設
備
…
21
日
○水　

避
難
設
備
・
消
火
器

…
22
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山

形
市
。
９
日
の
み
山
形
県
消
防
学
校
〈
三
川

町
〉）　

■申
８
月
24
日
○月
～
９
月
４
日
○金
に
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

８
４
７
７
へ　

■他
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
・
消
防
各
分
署
に
設
置
。
同
協
会
HP

ギ
タ
ー
の
貸
出
し
あ
り 

無
料
体
験
ギ
タ
ー
レ
ッ
ス
ン（
弾
き
語
り
系
）

■時
午
後
７
時
以
降　

■場
市
内
大
西
町

募
集

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業

後
期
募
集

■
支
援
対
象
事
業　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
活

用
を
図
り
、
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
地
域

づ
く
り
事
業　

■内
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）
を
補
助
（
特

別
枠
あ
り〈
年
間
１
件
の
み
。上
限
50
万
円
〉）　

■申
８
月
20
日
○木
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内

線
５
８
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課

へ　

■他
市
HP

９
月
27
日
○日
の「
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」で
表
彰 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

■対
市
民
及
び
市
内
に
所
在
す
る
企
業
・
団
体

等　

■
各
賞　

最
優
秀
賞
…
１
点　

優
秀
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鶴
岡
桜
ま
つ
り
短
歌
大
会　

入
選
作
品
・
入
選
者
発
表

　

選
歌
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
・
順
不
同
）

▼
秀
作

大
い
な
る
桜
す
が
し
き
城
址
に

　

明
治
を
拓
き
し
祖
を
し
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
武
彌（
文
園
町
）

城
あ
と
の
さ
く
ら
老
樹
の
た
く
ま
し
く

　

命
か
ぎ
り
に
咲
く
花
若
し

　
　
　
　
　
　
　

日
下
部
秀
夫（
家
中
新
町
）

城
址
の
桜
の
莟
は
あ
え
か
に
て

　

投
票
終
へ
た
る
目
に
す
が
す
が
し

　
　
　
　
　
　
　

奥
山
美
枝（
大
山
三
丁
目
）

▼
佳
作
　
田
中
廣
太
郎
（
下
川
）、
齋
藤
好

夫
（
鳥
居
町
）、
本
間
孝
生
（
道
田
町
）、
大

沼
二
三
枝
（
大
東
町
）、市
川
輝
雄
（
日
吉
町
）

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
観
光
協
会
」

☎
24
‐
７
７
１
１

ー
㈱
で
は
、
八
森
山
周
辺
に
風
力
発
電
所
の

設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
設
置
に
先
立
ち
、

配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
検
討
結
果
を
と

り
ま
と
め
た
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
を
、
８

月
17
日
○月
ま
で
本
所
政
策
企
画
課
、
三
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
縦
覧
し
、
意
見

書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

■問
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー

㈱
☎
03
‐
６
４
５
５
‐
４
９
０
０　

■他
市
HP

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で

す
が
、
８
月
５
日
○水
・
12

日
○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同

館
☎
29
‐
１
８
８
０　

旧

致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
８

▽
作
業
に
適
し
た
服
装
・
防
護
具
を
着
用
す

る　

▽
確
実
に
退
避
で
き
る
よ
う
に
、
作
業

前
に
支
障
木
を
処
理
す
る　

▽
伐
倒
す
る
樹

木
の
周
辺
に
人
が
い
な
い
か
必
ず
確
認
す
る　

▽
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
点
検
・
整
備
・
目
立
て

を
十
分
に
行
い
、
常
に
最
良
の
状
態
で
使
用

す
る　

▽
受
け
口
・
追
い
口
を
正
し
く
作
る

な
ど
伐
倒
作
業
の
基
本
を
守
る

■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５

３
７危

険
物
取
扱
者
及
び
消
防
設
備

士
免
状
の
書
換
え
に
つ
い
て

　

危
険
物
取
扱
者
及
び
消
防
設
備
士
免
状
は

10
年
に
1
回
、
写
真
の
書
換
え
が
必
要
で
す
。

お
持
ち
の
免
状
を
確
認
の
上
、
写
真
の
期
限

が
切
れ
て
い
る
も
の
は
書
換
え
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
・
消
防
各
分

署
に
設
置
。
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
HP

水
温
が
高
く
な
る
と
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
ま
ん
延
防
止

　

コ
イ
の
大
量
死
や
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
、庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
（
酒
田
市
）

☎
０
２
３
４
‐
24
‐
６
１
６
１
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
育
し
て
い
る

コ
イ
を
、
他
の
川
や
池
等
に
放
流
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
コ
イ
以
外
の
生
物
や

人
間
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
仮
称
）鶴
岡
八
森
山
風
力
発
電
事
業
に
係

る
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
を
縦
覧
し
ま
す

　

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
８
月
22
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店

内
「
田
川
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
☎
22

‐
３
１
４
７

職
場
の
労
働
関
係
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

解
雇
、
賃
金
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
労
働
関
係
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■問
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
３
‐

６
３
０
‐
２
７
９
３

中
退
共
の
退
職
金
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
掛
金
の
助
成
や
税
法
上
の

優
遇
が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
て
の
た
め
管

理
も
簡
単
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
☎
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２

３
４県

内
で
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す 

樹
木
伐
倒
作
業
中
の
安
全
を
徹
底
し
よ
う
！

　

樹
木
の
伐
倒
は
危
険
を
伴
う
作
業
で
す
。

特
に
、
倒
れ
か
か
っ
た
木
、
腐
っ
た
木
な
ど
、

難
し
い
作
業
に
つ
い
て
は
森
林
組
合
や
伐
採

事
業
者
に
相
談
し
、
無
理
な
作
業
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「年金情報流出」を口実にした 
犯罪にご注意ください！
　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そ
うとする者や、「流出した個人情報を削除して
あげる」と持ち掛けてくる者が現れています。
 「年金情報流出」を口実にした振り込め詐欺な
どの犯罪にご注意ください。

　「年金情報流出」について日本年金機構から
　■電話やメールで連絡することは一切あり
　　ません
　■お金やキャッシュカードを要求すること
　　は一切ありません
　■ＡＴＭ（現金自動預け払い機）の操作を
　　お願いすることは一切ありません

 「自分の情報が流出しているのでは」など、不
安に思ったらご相談ください。
日本年金機構専用電話窓口☎0120‐818211　
　午前８時30分～午後９時（祝日を除く）
鶴岡年金事務所☎23‐5040
　月曜～金曜日（祝日を除く）午前８時30分～
　午後５時15分
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　渡前獅子踊りの発祥は江戸時代に遡り、最も古い
もので、文政10年（1827）に奉納されたという記録
が残っています。獅子踊りは豊作を祈願するもので、
踊り手は農家の若者が担ってきました。しかし、農
業の兼業化や生活スタイルの多様化によって、稽古
の時間が合わず、担い手の減少が心配されたことか
ら、昭和41年に同保存会を結成。獅子踊りは不定
期に奉納されてきましたが、10年ぶりの奉納とな
った平成23年からは毎年奉納されています。
　藤島地域の獅子踊りは、唄に合わせて太鼓を打ち
ながら飛び跳ねるように舞います。渡前の獅子踊り
には、回転する動作が加わるので、獅子の躍動を感
じることができると思います。先輩たちから話を聞
くと、昔の若者たちは踊り手に選ばれることを名誉

として稽古を重ねていたそうです。現在のメンバー
も、かつての若者たちと同じように、誇りをもって
稽古に励んでいます。
　保存会の活動の１つとして、地元の渡前小で「子
ども獅子踊り」を指導しています。毎年、３年生の
児童が踊りを習い、学校行事や地域行事で披露しま
す。その子たちの中から次の世代の踊り手が出てき
てくれるとうれしいですね。
　例大祭で奉納される演目は４つ。どれも１時間以
上に及ぶものです。演目の時間が長く、体力と精神
力を求められますが、続けていかなければ地域の方
や後継者となる子供たちが、獅子踊りを見る機会が
なくなってしまう。次の世代につながるよう、これ
からも保存会の活動を頑張っていきたいですね。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

悠久の伝承を次世代につなぐ 渡前獅子踊り保存会（藤島）

　藤島地域では勇壮な獅
し し

子踊りが数多く伝承されてきました。
その中の１つ「渡前獅子踊り」は、五所神社の例大祭（８月
15日）で五穀豊じょう、悪疫退散を祈願して奉納されます。
お話してくれたのは、渡前獅子踊り保存会会長の丸山聡さん
です。

つ
ち
だ
よ
し
は
る
絵
本
原
画
展
　
　
　
　
　

「
み
ん
な
の
図
書
館
」

■日
８
月
30
日
○日
ま
で　

■時
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜
・
日

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
庄
内
町
内
藤
秀
因
水
彩
画
記
念
館　

■問
庄
内
町
立
図
書
館
☎
０
２
３
４
‐
43
‐
３
０
３
９　

■他
８
月
15

日
○土
・
16
日
○日
に
つ
ち
だ
よ
し
は
る
氏
来
館
。
サ
イ
ン
会
あ
り

こ
の
夏
、
美
術
館
が
遊
園
地
に
大
変
身
！
　
　
　
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
展

■日
９
月
６
日
○日
ま
で　

■時
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大
人
…

８
３
０
円　

高
校
・
大
学
生
…
４
２
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■場
・
■問
酒
田
市
美
術
館
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
０
０
９
５

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
　
　
　
　

「
杉
沢
比
山
」
公
演

■日
・
■内
８
月
6
日
○木
…「
仕
組
」　

15
日
○土
…「
本
舞
」　

20
日
○木
…

「
神
送
」　

■時
午
後
７
時　

■場
遊
佐
町
杉
沢
熊
野
神
社　

■問
遊
佐
町

教
育
課
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
５
８
９
２

三
川
町
納
涼
祭

■日
８
月
22
日
○土
午
後
５
時
～
９
時　

■場
い
ろ
り
火
の
里
イ
ベ
ン
ト

広
場
（
雨
天
時
は
三
川
町
公
民
館
）　

■内
よ
さ
こ
い
、
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
テ
ン
ト
夜
店
等　

■問
同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
66
‐
４
６
５
６

霊
峰
月
山
登
山
・
湯
殿
山
参
拝
ツ
ア
ー

■日
９
月
13
日
○日
午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
45
分
（
庄
内
町
役
場

立
川
庁
舎
駐
車
場
集
合
）　

■場
湯
殿
山
口
→
月
山
山
頂
→
羽
黒
口

■費
４
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
４
日
○金
ま
で
㈱
日
本
海

ト
ラ
ベ
ル
☎
０
２
３
４
‐
43
‐
４
３
１
２
へ



広
報
つ
る
お
か　

平
成
27
年
８
月
号

【 

平
成
27
年
８
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,122人
　　 （男：62,977人、女：69,145人）
　世帯数：48,561世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
８．５○水 13：30 ～16：00 山形トヨペット㈱鶴岡店

８○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　　〃

19○水 ９：00 ～11：30 市役所本所
〃 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

26○水 ９：00 ～11：30 鶴岡中央工業団地管理センター
〃 13：00 ～15：30 　　　　   〃

今月の各種相談窓口開設日　8/4 ～ 9/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 11日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ５日○水、９月２日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線303 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 17日○月 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 20日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 28日○金 13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


